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プロジェクト目標 

 

 

よねさきの丘プロジェクトとは？ 

  東日本大震災、その後の大々的な工事によって岩手県陸前高

田市の風景は一変しました。住んでいた町がなくなり、まった

く違う町が出来上がろうとしています。その変化が住人にもた

らす影響は計り知れません。 

 そうした街の中に、かつての風景が残る丘陵地があります。

その丘を“よねさきの丘”とし、地域住人の方々や復興のため訪

れたボランティアが集い、語り合えるような場所に計画するこ

とが、私たちの活動の目的です。 

 

プロジェクト目標・進捗度

 

 1.よねさきの丘への新規アクセス路となる産業路の整備  

2.産業路整備によって生じた伐木材による東屋の建設 

3.ワークショップの実施による当該敷地の防災拠点化 

 

  私たちは学生プロジェクト採択後、主に産業路整

備のための伐木・東屋建設地の地盤工事・設計を行

いました。目標１「新規アクセス路の整備」では、

新規アクセス路の測量・設計を終え、東屋の建材と

なる気仙杉の伐木まで終了しています。 

  伐木を終えた産業路は簡単な地固めを終えまし

た。目標２「東屋の建設」では、基本設計を終え実

際の施工を迎えるに当たって、施工面での検討段階

に入りました。現場では東屋の基礎の施工・柱とな

る建材の選定や皮むきを行いました。目標 3「ワー

クショップの開催」では、夏行われた地域の祭りに

参加しました。プロジェクトの概要を地域の方にお

話しさせていただき、この丘が地域の防災拠点にな

っていけるように活動していると説明しました。 
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今後の活動計画、目標、意気込み

  当プロジェクトの代表者を務める紺野雄輔は岩

手県陸前高田市で生まれ育ち、高校 1 年時に東日

本大震災による津波を経験しました。変わりゆく

街の中で地盤の固い丘陵地であるために震災から

逃れ、以前と変わらない風景が広がるのが当計画

地です。 

 私たちは利益利潤を目的としない学生ならでは

の目線や考えによって整備された場所が地域住民

の方々のより豊かな生活のきっかけになることを

最大の目標とし、被災地における復興やボランテ

ィアのあり方をこのプロジェクトから発信してい

こうと考えます。 
  

 今後は、来年３月の東屋完成を目指します。現

地での作業・地域の方との交流や大学内での計画

案のブラッシュアップをし、より良いものを作っ

ていこうと思います！ 

 

 

 


